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お願い・ご報告 

⚫ ７月、８月の行事は守られ、祝福されました。皆さまのお祈り、ご協力に感謝いたします。 

⚫ ７月より、ＩＳさん（中３）、９月より、ＭＭさん（みやび 小１）が入学しました。よろしくお願いします。 

⚫ 暑さが続いています。各自水筒を用意してください。特に体育のある日は忘れないようにしてくださ

い。中身は、水・お茶・スポーツドリンクです。 

⚫ 夏休み中に行われた本郷台キリスト教会のキャンプダイナソー（小学生）、ユースキャンプ（中高生）、

青森宣教旅行（中高生）等の参加、ご協力に感謝します。たくさんの祝福がありました。 

⚫ 矢島幼稚園夏祭りにご協力くださりありがとうございました。出店した各ブースの収益は、合計 177,541 円

でした。収益は、学校法人化に向けて、新校舎建設資金として用いさせていただきます。 

⚫ １０月２５日（土）１１時３０分〜１５時、文化祭をダイヤモンドチャペルにて行います。食べ物コーナーやバザー、

ゲーム、駐車場などで、保護者・スタッフ皆さんのお手伝いも必要となります。後日、詳細をお知らせしますの

で、ご協力をよろしくお願いいたします。文化祭の収益は新校舎建設資金のために用いさせていただきます。 

⚫ １１月９日(日)１３時〜１４時３０分、ダイヤモンドチャペルにて新校舎建設資金チャリティーコン

サートを行います。生徒による演奏のほか、本郷台キリスト教会関係者の皆さんにも出演していただ

きます。ご家族、ご友人をお誘い合わせの上、参加をお願いします。チケット大人 1,000円、小学生以

上１８歳未満 500円、未就学児無料です。 

⚫ １０月のスケジュールをご確認ください。 

３日（金）～ ９日（木） ３限授業 昼食あり（１２時５０分下校 水：１２時３０分下校） 

１０日（金） 授業終了 前期終業式・暗唱聖句大会（３限） 昼食なし １２時 3０分下校 

１４日（火） 秋休み 

１５日（水） 後期始業式（１限） ２限～ 通常授業 

２５日（土） 文化祭（登校日） 

２７日（月） 代休（休校日） 

祈祷課題 

１、夏休み明け、生徒達の生活リズムが整えられるように。 

２、スクール関係者すべてが、神の愛と守りと喜びに満たされるように。 

３、スタッフ一人ひとりが、主からの知恵と愛をいただき、指導にあたれるように。 

４、学校法人を取得し、学びの多様化学校として整えられるように。そのために、あらゆあらゆる困難

を乗り越え、資金も満たされ、新校舎が建設されるように。 

今月のみことば（暗唱聖句） 

「私たちの主イエス・キリストの父である神がほめたたえられますように。神はキリストにあ

って、天上にあるすべての霊的祝福をもって私たちを祝福してくださいました。」エペソ 1:3 

「Blessed be the God and Father of our Lord Jesus Christ, who has blessed us with 

every spiritual blessing in the heavenly places in Christ」Ephesians 1:3  

John 15：７ 

矢島幼稚園での夏祭りは盛況でした！
ご協力ありがとうございました。 

日産工場見学           
運転は何年後？プップー 

韓国ヤダ ICS とオン
ライン交流会 

韓国オンヌリ教会宣教チーム交流会 

ユースキャンプでは、讃美や分
かち合いなど祝福の時でした。 

地域の方をお迎えしたサマーフェステ
ィバル。皆で楽しみました！ 

韓国小、中学生交流会 素晴らしい演奏でした♪ 
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「ミッション青森」 
 小学部担任 荒木かおり 

この夏休みは修学旅行と本郷台教会主催の宣教旅行が、続けて青森県で行われ、私も２つの旅行

に参加させて頂きました。祝福に満ちた夏のイベントをご報告します。 

修学旅行には７名の中高生が参加。８月１９～２２日の４日間、津軽地方の文化、歴史、自然を知

り、体験しました。三内丸山遺跡（世界文化遺産）、ねぶたの家「ワ・ラッセ」、津軽三味線ライブ、

太宰治記念館「斜陽館」、弘前レトロ建築巡り、りんご公園、白神山地（世界自然遺産）ハイキング、

アップルパイ巡り、弘前城見学と、津軽の魅力をぎゅっと詰め込んだプログラムでした。白神山地

「暗門(あんもん)の滝」ハイキングは前日の大雨で通行止めとなり中止。コースの橋が流されたそう

で、大自然の力強さを肌で感じました。代わりに白神ビジターセンターを見学し、近くにある「乳

(に)穂ヶ滝(おがたき)」で遊び、ほんの少しだけ白神の自然に触れました。３日目の夜は、津軽富士

とも呼ばれる岩木山に出かけ、満天の星空を満喫。徐々に浮かび上がる天の川や北斗七星、流れ星を

見た人もいて、一番の思い出になったと答えてくれた生徒も多かったです。美味しい物にもたくさ

ん出会い、参加者それぞれの視点で青森の魅力を満喫した４日間となりました。 

続く８月２２日～２５日の宣教旅行では、昨年度まで、のあ IS で教えておられた廣瀬先生が牧師

として着任された青森戸山教会の働きを励ますために、本郷台教会から２３名が遣わされました。

その内、生徒は１２名、スクールスタッフも数名が参加しました。修学旅行から続けて参加した生徒

達の健康も守られ、２３日（土）ふれあいフェスティバルと２４日（日）ヒーローフェスティバルを

開催しました。 

普段、子どもの礼拝が行われていない青森戸山教会ですが、放課後には、毎日１０人程の子どもた

ちが遊びに来るようになっています。この子どもたちに、遊びだけでなく、イエス様の福音を伝えた

いというのが、青森戸山教会の祈りでした。そこで、今回宣教チームはフェスティバルを行うことに

しました。当日は地域の子どもたちやご家族、約１００名が集まり、多くの方が楽しんでいかれまし

た。親子連れ、おじいちゃんおばあちゃんも一緒に来られ、幅広い世代が、神さまの愛のお祝いに加

わってくださいました。しかし、本郷台で開催するフェスティバルと大きく違い、東北人のお人柄な

のかもしれませんが、なかなか初対面同士の遊びに加わらず、センターゲームに人が集まらないと

いう難しさがありました。同様に、翌日のヒーローフェスティバルでも、開始時間には教会に来て

も、礼拝堂に入らず、ヒーローと遊ばない、ゲームに参加しないという子どもが多く、プログラムを

進めるよりも、一人ひとりと向き合い、話を聴き、忍耐強く、丁寧に寄り添う宣教チームの姿が多く

ありました。そのように時間をかけて子どもたちと友達になっていく中で、あっという間に時間は

過ぎ、最後の夜の分かち合いの時間では、「子どもたちと遊ぶのは楽しかったけど、相手を知れば知

るほど、もっと御言葉を伝えたかった。イエス様の十字架の愛を伝えきれなかった。」「自分は他の

人みたいに、子どもたちに関わることが出来なくて役に立てなかったかも知れない。」「また近いう

ちに、子どもたちに会いに来たい。」と、やり残した思いを語る参加者たちがいたことも、とても印

象的でした。そしてその夜、チームのみんなが伝えたかった聖書の御言葉やメッセージを書いて、寄

せ書きを作りました。彼らのその思いは子どもたちに伝わっていたようで、出発の朝、なんと登校時

間より１時間も早く小学生４人が公園に集まり、別れの挨拶に来てくれたのです。 

イエス様をまだ知らない一人ひとりに丁寧に仕えた宣教チームの愛の姿を通して、この地に神さ

まが救いたい子どもたちがいること、神さまの目が青森の地にも注がれていることを強く感じさせ

られます。夏の宣教チームの働きは終わりましたが、引き続き青森で仕えていく廣瀬先生と青森戸

山教会のために祈りを続けていきたいと思います。そして、今回２つの旅行に参加した人たちは、青

森の魅力と人々に直接触れ、青森の地でも主の働きが芽生え、始まっていることに期待しながら、祝

福を祈って頂きたいと思います。 



９月のカレンダー 
日 月 火 水 

 1 日 

授業・昼食開始(1 限 HR、2～4 限 

通常授業 13 時 40 分下校） 

 

2 日 

通常授業開始 

3 日 

合同礼拝（１限） 

 

N 先生誕生日 

7 日 

 

8 日 

 

9 日 

 

10 日 

中高等部礼拝（１限） 

特別授業「デンマーク体操」 

小学部礼拝（3 限） 

14 日 

 

15 日 敬老の日 

 

16 日 

 

 

17 日  

合同礼拝（１限） 

 

E 先生誕生日 

21 日 22 日 23 日 秋分の日 

 

24 日 

いのりば参加(1～3限 ﾀ゙ ｲﾔﾓﾝﾄ゙ ﾁｬﾍ゚ ﾙ登校） 

S 先生誕生日 

28 日 29 日 

 

A 先生誕生日 

30 日  

 

 

 

・ １日（月）から授業・昼食が始まります。１限は HR、２限～４限は通常授業です。昼食・

清掃・帰りの会を行い、１３時４０分下校となります。２日（火）から、通常授業です。 

・ １０日（水）午前中、特別授業としてデンマーク体操を学びます。講師は、ＩＹ子氏です。

ダイヤモンドチャペルに移動して行います。 

・ １６日（火）～２２日（月）は、前期期末テスト週間（中高等部）です。生徒の皆さんは学

習した内容をもう一度確認し、テストに臨んでください。ご家庭におかれましては、励まし

をお願いします。 

・ １９日（金）１０時～１０時３０分、不審者対応訓練を保育園と合同で行います。 

・ ２４日（水）は、本郷台キリスト教会で行われる、リバイバル祈祷週間「いのりば」に参加

します。生徒の皆さんは、８時４０分にダイヤモンドチャペルに登校してください。「いの

りば」には、ぜひ、保護者・スタッフの皆さんも参加をお願いします。午後は、スクール（ク

リスタルチャペル）で通常授業です。 

・ ２９日（月）～１０月２日（木）は、前期終業に向けて午前（４限）授業となり、下校は

１３時５０分（１日（水）１３時３０分）となります 

・ 保護者、スタッフ向けバイブルタイムを４日（木）、１８日（木）の１３時３０分〜、のあ

ＩＳの B教室で行います。子ども達が日々恵みをいただいている聖書の言葉をご一緒に味わ

っていきましょう。お問い合わせは鈴木まで。 

・ 校舎建設資金作りのための作業手伝いを１２日（金）１０時～１４時（軽食あり）別館にて

行います。この時間帯どこでも、どなたでも参加可能です。ご協力をお願いいたします。 

＜スクールアルバム（青森編）＞ 

 

 

 

 

 

前期期末テスト（中高等部） 

4 限授業（13 時 50 分下校） 

青森宣教旅行 ヒーロー勢ぞろい！センターゲームも！ 青森修学旅行 自然の恵みに歴史の重みも体感 



 

木 金 土 

4 日  

 

 

保護者､スタッフ向けバイブルタイム 

5 日 

委員会活動（6 限） 

6 日 

11 日 12 日 

クラブ活動（6 限） 

 

校舎建設資金作りのための作業手伝い 

13 日 

 

 

 

18 日 

 

 

保護者､スタッフ向けバイブルタイム 

19 日 

不審者対応訓練（10 時～10 時 30 分） 

クラブ活動（6 限） 

 

20 日 

25 日 26 日 

クラブ活動（6 限） 

Ｊ先生誕生日 

27 日 

 

 

 

  

 

子育てnote       親から子供達へと受け継がれていくもの  

先日、とある外国人がふらっと我が家に訪れました。彼は、現在上郷町にある栄シャローム教会を開

拓したスウェーデン人宣教師夫婦の息子で、我が家の子供たちが「ふぁみりーさぽーと のあ」の近くに

ある上郷保育園に通っていた頃、一緒に保育園によちよち歩きで通い始めていた幼児でした。その彼が、

私たちがダイヤモンドチャペルを奉献してこちらに移り、5 年ほどした頃に、スウェーデンから日本に旅行

したついでに、私たちを訪れてくれました。その頃彼は 25 歳くらいに成長していていましたが、その成長

期のほとんどを日本で過ごしたがゆえに、親と共にスウェーデンに帰って行った時に逆カルチャーショッ

クに陥り、自分は一体誰なのか自分自身に関するアイデンティティが混乱してしまったそうです。そこで、

のんびり一人旅をしながら日本で過ごした時の友人や知人たちを訪問して、自分探しをしていたその旅

の一部分で当時の私たちを訪れてくれたのでした。 

その彼が、その時からさらに約 20 年後、今度は世界中からの友人を募って、日本のために何ができ

るのかを祈り求めるために、今回再び訪れてくれたのでした。約 20年前、自分探しをしていた時の彼は、

親が持っていた信仰から離れ、ゼロからの、何が本物なのかを探し求める旅をしていました。 

今回会ってみると、その後、彼は親の信仰に立ち返り、結婚して、今は家族で神に仕え、日本における

宣教の働きに携わるようになっていたのでした。彼は親たちと同じように、この日本の地の宣教のための

使命を頂いて、その働きが広がるようにと、グループを作って、今回日本を訪問していました。その彼と、

私は感動と共に、素晴らしい交わりの時を持ちました。 

親がどのような使命感を持って、どういう生き方をするかは、子供たちの、長い目での、生き方を決定し

ていきます。私たちがどのように生きるかは、自分の家庭の子供たちがどのように生きるかの大切な指

針になっていくのです。親である私達は、アンパンマンの作者のように、何のために生きるのかを求めま

しょう、できれば定めましょう。親たち自身が納得できる生き方をしていることが、子供達がさらに有意義

な人生を生きるヒントになっていきます。                                               校長 月井博  


